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論文の内容の要旨
　地震動によって地表面近くの堆積物中に形成される構造岩は，サイズマイトと呼ばれているが，そのうち
混在岩とそれに伴う構造岩をサイズマイトの見地から研究した例は意外と少ない。そこで，それらが典型的
に発達する地域として，房総半島商部の第三紀海溝付加体とその上に載るベンチ堆積物中の例の詳細な研究
を行った。また，振動実験をあわせて行い，両者を融合させて総合的解釈を行った。
　研究地域である千葉県館山市北方の富浦町商無谷海岸はプレート沈み込み帯に隣接し，従来，層序学およ
び構造地質学的に研究されてきたが，混在岩についての研究例は少なく，しかもその多くは土石流堆積物と
して一括されてきた。そこで著者は豊岡（とよおか），小浜（こはま）に露出する第三紀中新世中部一上部
の三浦層群相当層の原岡層と小浜層（前期中新世の保田層群に不整合に載る）に顕著に発達する混在岩の詳
細な記載を行い，あわせて，その実験的再現を行った。これらの地層は火山起源の細粒堆積物からなり，そ
の内部に複雑な構造を呈する混在岩が発達する。その成因について，前後関係，問隙水圧の上昇による構造，
地震動による構造などの観点から，断層で繰り返すオリジナルな層序を組み立てた。その結果，層序は3つ
のユニットに分けられること，混在岩は従来考えられていたような土石流やスランプ堆積物ではないこと，
液状化してその場に貫入・注入した，いわゆる注入岩であることを明らかにした。さらに，9つの変形ステー
ジを識別し，付加体上に発達する海溝斜面堆積体でのテクトニクスをまとめた。成因としては，ほかの研究
者の過去の研究をも参考にし総合的に判断し，地すべりや土石流などの説を排除し，すべての構造岩および
混在化が地震による振動であると考え，この混在岩が液状化堆積物であることした。従来海底地すべりと考
えられた地層に平行な断層には2段階あり，最初のものは，ベインストラクチャーと同時に振動によって形
成したもの，もう一つは液状化後のスラストであることを示した。その結果，液状化に先立ってベインスト
ラクチャーとよばれる特異な構造が形成され，その後の液状化によって，その構造を含んだ泥質岩がブロッ
クとなり，高まった間隙水圧のために砂層が基質となって注入し，全体の構造岩が形成されたというモデル
を示した。
　また，地震時の振動を発生させる装置を製作し，実験的研究を行った。特にさまざまな条件におけるベイ
ンストラクチャーの形成実験を定量化し，リーデルシアがベインの最も主要な要因であること，地層に平行
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なすべり面が形成されること，などを示した。さらに遠心機を使用した実験から，固結した堆積物にはこの
構造は形成されないことを明らかにし，この構造が堆積直後のものであるとした。これらの実験的研究と野
外の観察の結果から，液状化は泥質堆積物にベインストラクチャーが形成された後であること，泥がある程
度固化した後にも，砂がまだ液状化しうると解釈した。
　上のような，野外観察と室内実験に関しての世界の今日まで至る類似研究を，網羅的にレビューし，これ
らを組み合わせた混在岩の成因の解釈を示し，地震時の液状化の与える影響の大きさを明らかにした。
審査の結果の要旨
　以上の研究は，従来概略的にしか知られていなかった地震時の液状化の与える影響の大きさを明らかにし
た点で新しい。特に，成因について十分判断基準がなかった構造について，さまざまな角度から総合的に検
討し，その基準を明らかにした点において，顕著な業績と考えられる。さらに，混在岩体が振動にどのよう
に対応して形成されるかについて，地質学的手段を用いてステージモデルを提示した点は高く評価される。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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